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１ 関連組織別懇談会の概要 

（１） 実施目的 

第５次富士宮市総合計画後期基本計画の策定に際し、基本構想に基づく本市のまちづくり

に対する方針を示すとともに、新型コロナウイルス感染症がもたらす現状と課題について、市内

で活動する各種団体のまちづくりに対する新たな考えなどを把握するために、関連組織別懇

談会を開催する。 

 

（２） 実施方法 

総合計画に示す基本目標に関連して市内で活動する団体計６６団体を対象に、部門ごとに

意見交換会を行う。 

 

（３） 実施内容 

   【次第】 

  １ 開会 

  ２ 企画戦略課長あいさつ 

  ３ 出席職員紹介 

  ４ 第５次富士宮市総合計画の概要 

  ５ 本市を取り巻く社会経済環境の変化 

  ６ グループワーク（意見交換） 

   〇部門ごとの現状及び課題、新たな視点について説明 

〇部門ごとの目指す将来像について意見交換 

〇発表、まとめ 

 

（ファシリテーター：事務局） 

（総合計画ワーキンググループメンバーから、関係する部門の担当職員が出席） 
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  (４) 実施結果 

   部門別の実施日時、会場、関連組織は、以下のとおり。 

 

 

 

部 門 日 時 会 場 関 連 組 織 参加人数

環境
11月30日(月）
午後3時～5時

市役所
710会議室

ふじのみや市民環境会議、富士山の自然を守る会、
NPO法人ホールアース自然学校、富士宮市ごみ減量
化等推進市民懇話会、NPO法人富士山スマートエナ
ジー、静岡県LPガス協会富士宮地区会

６名

市民生活
12月1日（火）
午後2時～4時

駅前交流セ
ンターきらら

富士宮市国際交流協会、富士宮市防災指導員、富士
宮市消費者連絡協議会、富士宮安全・安心パトロール
隊、富士宮市消防団、富士宮市交通安全対策委員
会、反核富士宮市民のつどい実行委員会、富士宮防
犯協会、富士宮市区長会

９名

市民参加・
行財政

12月11日（金）
午前9時30分～
11時30分

駅前交流セ
ンターきらら

富士宮ロータリークラブ、富士宮西ロータリークラブ、富
士宮ライオンズクラブ、富士宮中央ライオンズクラブ、
富士宮青年会議所、富士宮信用金庫、ふじのみや女
性の会、富士宮市地域女性連絡会、女性応援会議

９名

都市整備
12月15日（火）
午前10時～正午

市役所
710会議室

富士宮市緑化推進市民の会、富士宮市振興公社、富
士建築士会、富士宮建設業協同組合、富士宮市管工
事協同組合、富士宮市地域公共交通活性化再生会議

６名

健康福祉
12月22日（火）
午前10時～正午

市役所
特大会議室

富士宮市手をつなぐ育成会、富士宮市身体障害者福
祉会、ぬくもりの会、社会福祉法人富士旭出学園、社会
福祉法人富士厚生会、富士宮市障害福祉サービス事
業者連絡協議会、富士宮市地域自立支援協議会、ふ
じさんシニアクラブ富士宮、公益財団法人富士宮市シ
ルバー人材センター、富士宮市介護保険事業者連絡
協議会、富士宮市民間保育園園長会、NPO法人母力
向上委員会、富士宮市民生委員児童委員協議会、富
士宮市社会福祉協議会、富士宮市医師会、保健委員
協議会、富士宮っ子はぐくみ隊、青少年就労支援ネット
ワーク静岡富士宮市就労準備支援センター

１８名

産業
12月22日（火）
午後１時30分～
3時30分

市役所
特大会議室

富士開拓農業協同組合、富士養鱒漁業協同組合、富
士宮商工会議所、芝川商工会、富士宮地区労働者福
祉協議会、富士宮商店街連盟、富士宮市観光協会、
富士森林組合、NPO法人まちづくりトップランナー富士
宮本舗、静岡県中小企業家同友会富士宮支部

１０名

教育文化
12月23日（水）
午後１時30分～
3時30分

市役所
特大会議室

富士宮市文化連絡協議会、富士宮市学校警察連絡協
議会、富士宮市私立幼稚園協会、富士宮市青少年指
導員協議会、富士宮市PTA連絡協議会、富士宮市母
親クラブ連絡協議会、富士宮子どもと読書の会、NPO法
人富士宮市スポーツ協会

８名
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２ 基本目標別の意見結果 

 

 

 

 

【地球環境保全とエネルギーの有効利用を推進するまち（地球環境）】 

・ソーラーパネルと富士山の景観。 

・水力発電を利用したものが目に見えない。 
 

【資源循環により物を有効に使うまち（資源循環）】 

・ペットボトルの再利用。 

・ごみの収集場所に残っているごみがある。 

・助燃材としてのプラスチックの使用。 

・リサイクル家電を回収している業者の市民への周知不足。 

 

【いつまでもきれいなまち（生活環境）】 

・富士山・河川へのごみの不法投棄。 

・北部地域への土砂投棄。 

 

【大切な自然環境を守り育てるまち（自然環境）】 

・ナラ枯れの発生。 

・外来種の増加。 

・森林・竹林の荒廃。 

・市域の約 7割が山林。 

 

【限りある水資源を守り有効に活用するまち（水利用）】 

・気候変動等による湧水の流量の減少。 

 

【その他】 

・コロナによりリモートの仕事が多くなり、持ち帰りの食事が増えるなど、プラスチック容器

を必要としていなかった所でも使用が増加。 

・家での仕事の増加で、光熱費の増加。 

・SDGs（持続可能な開発目標）について知らない人が多い。 

 

 

 

 

 
【地球環境保全とエネルギーの有効利用を推進するまち（地球環境）】 

・自然エネルギーとエネルギーの地産地消への補助。 

・水力発電の E-BIKE の電源としての活用。 

・LED 照明に交換する費用の補助。 

・温暖化対策への具体的、科学的な取組及び温暖化対策への支援。 

・低炭素社会に向けた政策提案。 

 

現状及び課題 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 

【基本目標１】 富士山の自然と調和した循環力のあるまちづくり（環境） 
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【いつまでもきれいなまち（生活環境）】 

・ごみ減量化に向けて、市民一人一人が自分で処分する。 

・ポイ捨ては止める。 

・不法投棄に対する厳罰化。 

・食品残渣を減らすため、余分な物を買わない。 

 

【資源循環により物を有効に使うまち（資源循環）】 

・エコバッグの推奨とリサイクルの推進。 

・プラスチックを減らすため、代替品を売っている店を増やす。 

・ガラスびんの活用。 

・ごみを減らす方法を考える必要性がある。 

 

【大切な自然環境を守り育てるまち（自然環境）】 

・富士山と自然環境について、幅広く市民を対象とする講座の開催。 

・人と自然が調和する、里山づくり。 

・森林保全、ナラ枯れ等の対策。 

・人工林の管理、間伐を進め、広葉樹を植えることにより、土砂対策を進める。 

・大規模な植樹祭の実施。 

 

【限りある水資源を守り有効に活用するまち（水利用）】 

・水質保全と水量の確保（地下水含む）。 

 

【その他】 

・ぐるぐる循環共生の推進。 

・環境先進地を目指す。 

・SDGs、ESG 投資の普及。 

・裾野市で実証都市を進めるトヨタを巻込み、公共交通を電気自動車へ切り替え。 
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【富士山と豊かな水に育まれた食のまち（食）】 

・コロナにより、飲食店の経営が厳しい。 

・マス類の生産力の低下。 

 

【美しい富士山と農林水産業が共存するまち（農林水産業）】 

・後継者不足による酪農家の減少。 

・野生動物の捕獲が増加。 

・先祖代々の農家に後継者が無く、空き家となっている。 

・耕作放棄地が増加・拡大していることから、景観上良くない。 

 

【人と地域を生かした創造性豊かな産業のまち（工業）】 

・地元中小企業の魅力が伝わる教育の不足。 

・中小零細企業が、地域社会と経済の主体であることの認識が低い。 

 

【元気あり、笑顔あり、人が交わるにぎわいのまち（商業）】 

・買物客が少なく、まちなかに人が少ない。また、空き店舗も多い。 

・ほとんどが、コンビニで間に合ってしまう。 

・資金繰りの悪化で将来が無い。 

・近くに商店街がなく、買い出しに行くのが大変。 

・商業ゾーンが分散している。 

・若者の楽しむ場が少ない。 

 

【訪れる人に感動を与えるおもてなしのまち（観光）】 

・観光客の移動は、自家用車が中心。 
・朝霧エリアは、キャンプ者が多い。 

・観光客の流れの変化への対応が不十分。 

・修学旅行生の激減。また、富士山へのツアーもストップしている。 

・キャンププログラムなど、少人数での実施や自然の中のサウナプログラムが好評。 

・やっていることがマーケットにつながらない。 

・自然を生かし切れていないし、地元の認知度も低い。 
 

【安心していきいきと働けるまち（労働・雇用）】 

・担い手不足（商店街、林業、医療・介護、建設業等）。 

・優秀な若手人材の流出。 

・経営継承に対する支援の不足（事業継続できず、子どもにもさせられない）。 

・雇用創出、企業誘致が不十分。 

・経営者の高齢化による事業縮小、廃業が目立ち、事業継承が進んでいない。 

・雇用のミスマッチと若い人材の採用が困難。 

・外国人の労働環境の悪化。 

・外国人労働者の家族とのコミュニケーションが難しい。 

・定住型雇用でない請負派遣が多い。 

・労働環境、賃金、働き方に格差が広がっている。 

・障がい者等の企業への就労が難しい。 

 

【基本目標２】 富士山の麓から創造力と活力がみなぎるまちづくり（産業） 

現状及び課題 
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【コロナ】 

・コロナ禍の中、中小零細、個人事業者、フリーランスの売上減・収益減。 

・自由な交流活動や室内での講演会が開催できない。 

 

【その他】 

・コロナにより、間接コストの負担増加と収益力の低下。 

・ビジョンの共有ができていない。 

・選択と集中ができていない（産業としての注力分野を明確にすべき）。 

・新産業が起こせない状況（新陳代謝が起きにくい）。 

・市街化調整区域のため、土地利用の動きがない。 

 

 

 

 

 

 

【富士山と豊かな水に育まれた食のまち（食）】 

・公共施設でケータリングでも良いので、できるようにしてほしい。 

・テイクアウトで地元の特色のある食材を使う。 

・高級食事会を開く。 

・食事で大手飲食店に勝てる所を情報発信。 

・「自然・食」で人の移住を促進。 

 

【美しい富士山と農林水産業が共存するまち（農林水産業）】 

・牛のふん尿処理に対する支援。 

・新規就農者への支援。 

・林業施策、森の力再生、森林の充実、経営計画、森林環境譲与税の有効活用を望む。 

 

【人と地域を生かした創造性豊かな産業のまち（工業）】 

・新たな工業団地の誘致。 

・市街地と北部地域のパイプラインを持たせる。 

・ビジネスコネクトふじのみやを推進し、停滞した経済を動かしたい。 

・企業誘致へ魅力ある資源（水力発電）の活用。 

・企業の緩やかな統廃合を実施（面的再生）。 

・企業間のシェアードサービスを促進すべき。 

 

【元気あり、笑顔あり、人が交わるにぎわいのまち（商業）】 

・人が来る名物店がまちなかにできればよい。 

 

【訪れる人に感動を与えるおもてなしのまち（観光）】 

・環境問題に配慮し、ガイドによる山歩きや自然保護の推進。 

・５合目より下の観光の発信。 

・キャンプ先とのアプローチの強化。 

・情報のマッチングや釣り人（2,000 人位）に対する情報提供。 

・猪之頭地区を自動車乗り入れ禁止にする（陣馬の滝）。 

・ワーケーションへの取組み試行。 

・新たなエコツーリズムプログラムの開発やオンラインエコツアーの開催。 

 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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【安心していきいきと働けるまち（労働・雇用）】 

・学生、地元企業への就職斡旋や応援する施策の充実。 

・定住者のリモート促進。 

・ミスマッチ労働力の解消施策。 

・人手不足の解消に向けた外国人労働者とのマッチングを促進（外国人雇用促進）。 

・多様な働き方（テレワーク含む）の推進。 

・ハローワークのネット利用を充実する。 

・会社見学で外国人労働者へ説明。 

・中学・高校で地元の企業等を紹介する。 

・市役所は、女性役職を登用。 

・待遇改善、休日等の充実。 

・研修、講座事務のオンラインへの変更、出張・ミーティング等のオンライン化。 

 

【その他】 

・SDGs を取り込んだ経営指導。 

・環境に配慮した経営スタイルの構築。 

・独自の財・サービスの創造。 

・外部環境への適応、経営目的の追求に、みんな（事業者・地域・行政）で取り組む。 
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【子どもと親の笑顔があふれるまち（子育て）】 

・子どもの体調不良で、勤務できる日が少なくなることがある。 

・多様な働き方ができる仕事先が少ない（育児と仕事のバランスが難しい）。 

・少子化なのに、保育所も学童保育も足りていない。 

・子どもの社会性を育む機会が喪失し、コミュニケーション力が低下している。 

・子ども支援に対する市役所各課の横のつながりが希薄である。 

・子育て世代の孤立・孤独が進んでいる。 

・コロナにより、市の子育て支援事業に参加したくてもできない。 

・子育て世代の交流できる場が減った。 

・マスク着用に当たり、乳児に口元が見えないなど、子どもの発達への影響が心配。 

・出産後に母が働くことが当たり前の社会になっている。 

 
【ともに助け合い誰もが健康で安心して暮らせるまち（健康づくり）】 

・コロナ禍で近所へ出かけることもなく、コミュニティが作られなくなっている。 

・地域コミュニティに参加するのが特定の人のみになっている。 

・区民の健康増進のための活動（健康教室、保健講座など）で、人集めが難しい。 

・リハビリやレクレーションなどで、指導する人が少ない。 

・運動不足や自粛生活で筋力の衰えや認知症が進む人が出ている。 

 
【地域医療の充実により市民が健康に暮らせるまち（医療）】 

・将来にわたっての市内の医療機能が維持されるか不安である。 

・産院が減っている（市内は市立病院と助産院のみ）。 

・産院は忙しさで満足度が減少し、出産子育ての一歩目でつまずきを感じる。 

・医療提供体制の遅れを感じる。 

・新型コロナ感染症者への介護・看護ができる職員の確保が難しい。 

・コロナによる受診控えが増えており、医療機関へ行きづらい状況。 

・新型コロナで医療機関に入院できなくなる不安がある。 

・市内に脳血管障害の人が多い（生活習慣病）。 

 

【地域で支えあいやさしい心を育むまち（地域福祉）】 

・引きこもりする人が高齢化している（４０・５０代）。 

・８０５０問題の「５０」への理解が低く、働く場所もない。 

・身の回りの雑事ができない家庭が増加している。 

・家族の形・価値観・ニーズが多様化して、画一的なサービスでは対応できない。 

・ひとり親世帯の生活が苦しい（特に、障がいを抱えた子を持つケース）。 

・第２層協議体が市域全てで立ち上がった。 

・施設利用者の新型コロナの不安が増え、感染防止の業務負担が増大している。 

・個別の地域ケア会議が開催できなくなっている。 

 
【生きがいと尊厳を持って元気に暮らせるまち（高齢者福祉）】 

・高齢化で免許を返納する人が増えるが、車がないと移動に困る。 

・近くに家族がいない高齢者のみの世帯が増えている。 

・家に引きこもっている人が多い（高齢世代の孤立）。 

【基本目標３】 みんなの幸せと潤いを創出するまちづくり（健康福祉） 

現状及び課題 
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・地域に認知症で支援の必要な人がいるが、本人が支援を拒否することがある。 

・施設待機者が増えている。 

・高齢者地域の寄り合い処が休止になっている。 

・コロナ禍で寄り合い処活動や地域社協活動を自粛している。 

・必要以上にコロナの感染を怖がっている高齢者が多い。 

・介護人材が不足で困っている事業者が多い。 

・施設でコロナが発生した時の具体的対応に不安がある。 

 

【自立と社会参加により自分らしく暮らせる思いやりのまち（障害者福祉）】 

・障がい者に対する固定概念があり、個人の特性への理解が進んでいない。 

・発達障害（特性）の子が多くなっている。 

・働くことができない精神障がい者が多く、生活が困窮している。 

・精神障がい者が使えるショートステイやグループホームが市内にはない。 

・障がい者のリハビリ運動、指導者の養成、育成が必要。 

・働き先として障がい者福祉という業種があることがあまり知られていない。 

・発達障害児を社会で見守り育てて行くことが望ましいが、それが足りない。 

 

【充実した社会保障により安心に暮らせるまち（社会保障）】 

・収入の減少、生活苦が増えている。 

・フードバンク利用者が激増しているが、食料支援の呼びかけに苦心している。 

・コロナウイルス特例貸付（生活福祉資金）が激増している。 

・コロナウイルス特例貸付の償還が始まる令和３年４月以降の対応を心配している。 

・生活困窮の相談が増えている。 

 

【その他】 

・自治会未加入者の増加が、社会福祉の対応の足かせとなっている。 

・様々な「相談所」などがあるが、本人からの相談がなければ動けないし動かない。 

・支援を必要としている方々の具体的内容を市民に対して発信してほしい。 

・出生数の減少による少子化が、コロナで加速している。 

 

 

 

 

 

【子どもと親の笑顔があふれるまち（子育て）】 

・子どもを育てるのにお金が掛かるので、行政も資金を出し市民みんなで育てていけばよい。 

・学童保育を拡充してほしい。 

・子育て支援ネットワークを発足・活用と、拠点化を進める。 

・保育園スタッフの拡充・確保、一時預かり等にも人の配置をしてほしい。 

・子育て支援センター、児童館の柔軟な運用をお願いする。 

・スタッフ拡充、利用時間の柔軟化、関係団体を交えたイベントを開催してほしい。 

・医療と保育の連携強化で、母親の就労を促進してほしい。 

・特に子どもの部局のつながりを強化してほしい。 

・子育て世代の支援を充実してほしい。 

・子育てパパ・ママをつなぐシステム（マッチング）がほしい。 

・産後うつにならないよう、悩みを聞いてもらえる居場所をつくってほしい。 

 
【ともに助け合い誰もが健康で安心して暮らせるまち（健康づくり）】 

・身近で市民が取り組める健康づくりを進めてほしい。 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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・減塩については、大切さを繰返し PRしてほしい。 

・不妊治療の補助金をもっと進めてほしい。 

 
【地域医療の充実により市民が健康に暮らせるまち（医療）】 

・医師志望の実現に向けた支援をしてほしい。 

・医師になることを目指したいと思えるような学校教育が必要。 

・医療連携、病診連携を充実してほしい。 

・出産施設を誘致してほしい。 

・市立病院の経営を医療法人（大学）に任せる。 

・医療ツーリズムを進める。 

・デジタルトランスフォーメーション、オンライン上で健康診断、遠隔問診。 

・ホスピス緩和病棟の整備。 

・土日も外科医がいるまち。 

 
【地域で支えあいやさしい心を育むまち（地域福祉）】 

・生活支援体制、第２層協議体活動を充実させる（地域での支え合い）。 

・共助の大切さ、生活体制整備を行政で推進していく。 

・地域の困りごとは地域で解決していく。 

・地域に力を付けさせて、地域のつながりを再構築すべき。 

・地域で具体的に福祉教育を考える場をつくってはどうか。 

 
【生きがいと尊厳を持って元気に暮らせるまち（高齢者福祉）】 

・高齢者の社会参加を促したい。 

・認知症カフェの更なる充実、拡大が必要ではないか。 

・高齢者や障がい者の交通手段を改善してほしい（特に、北部地域）。 

・高齢化率４０％を超える北部、芝川地区へ仕事を呼び込んでほしい。 

・高齢者・障がい者の災害時の避難所は、行きやすい場所に変更してほしい。 

・待っているだけではなく、市で積極的にグループホーム誘致をしてほしい。 

・免許返納者、高齢者の移動手段、宮タクや宮バス、タクシーなどの利用方法を知るためのサ

ポート講座があったらよい。 

・寄合処やシニアクラブの集まりとは別に、近所の人と昔の井戸端会議のように気軽におしゃ

べりができる場があるといい。 

・介護予防を充実し、介護保険料を抑えていく。 

・保健センター体操教室の年齢制限を無くしてほしい。 

 
【自立と社会参加により自分らしく暮らせる思いやりのまち（障害者福祉）】 

・障がい者の新しい「集会」の型を示してほしい（行政に希望）。 

・障がいのある方の困りごと、アウトリーチ、介入方法を向上すべき。 

・インクルーシブ教育を学校や地域で進めるべき。 

・健常者、障がい者と言う名称で比較することが問題（障害と健常は連動する）。 

・現在、精神障害入院医療費助成は３か月経過の申請で、現実には５か月から利用できるが、

入院１月目から助成してほしい。 

 
【充実した社会保障により安心に暮らせるまち（社会保障）】 

・コロナの影響による生活困窮者の増に対する対応を強化。 

・フードバンクを身近な公民館に設置する。 

 
【その他】 

・コロナ禍にあっても福祉の職場の魅力を発信する場がほしい。 
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・新しい生活様式に合った取組、例えば、外での交流の場をつくっていく。 

・社会的弱者に対して、総合的に対応できる仕組みづくりが必要ではないか。 

・少子化対策として、未婚、晩婚への対策をもっと進めてほしい。 
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【誰でも生涯にわたり学習できるまち（生涯学習）】 

・仲間と会うのがとても楽しそう。 

・何かをやっている人は元気で若い。 

 
【豊かな人間性や社会性を育むまち（義務教育）】 

・先生の負担が大きい。 

・先生の負担について、親の理解が不足している。 

・クラスで気になる（言動）子が多い。 

・子どもの個性に対して対応出来ているのか。 

・学びの保障がない、学力低下が心配。 

・不登校が増加。 

・就学前教育への理解がまだまだ低い、ただ預けているだけの親。 

・言葉を知らない、知識が少ない。 

・精神的に満たされていない。 

・反社会的な子が増加。 

・ストレスが増大している。 

 
【地域ぐるみで心身ともに健全な青少年を育てるまち（青少年健全育成）】 

・子どもが外出を控え、家にこもってゲームばかりになっている。 

・引きこもりは多いが、引きこもりを見つけられない。 

・青少年の薬物乱用。 

・虐待など不健全な子育て。  

・親と子どもとの関わりが少ない。 

・子どもの集う場所が少ない。 

・学校行事の富士登山がなくなり、市内の子どもで富士登山の経験がない子が多い。 

 

【豊かな心を育む学習環境の充実したまち（社会教育）】 

・会員の方々が高齢化している（80 代前後）。 

・人が集まってこその団体なのに、コロナでレッスンの中止が多かった。 

・子ども会が無くなってきている。 

・仲間作り等の機会が減少。 

 

【世界遺産富士山の文化を創造・継承するまち（文化・芸術）】 

・構成資産の整備が遅れている。 

 
【スポーツによる健康づくりと人々の交流を創出するまち  

(スポーツ・レクリエーション )】 

・スポーツを行う機会が大幅に減少している。 

・スポーツを行う場所も人数も制限されている。 

・市のスポーツ施設は各競技団体の大会で空きが少なく、市民の利用が制限されている。 

 

 

【基本目標４】 郷土に学び、郷土を愛する心豊かな人を育むまちづくり（教育文化） 

現状及び課題 
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【その他】 

・共働き家庭が増加。 

・親は忙しいし、余裕がない。（経済的にも厳しい）。 

・子どもと親の横のつながりが減ってきている。 

・子どもの人と関わる体験不足。 

・地域コミュニケーションの減少。 

・見廻り時に子どもに会うことが少ない。 

・少子化で園児数が減少している。 

・お手本・見本にならない大人の増加。 

・コロナ社会の中で、子どもの強さが見えた。 

 

 

 

 

 
【誰でも生涯にわたり学習できるまち（生涯学習）】 

・親子で一緒に何かを作る場、一緒に楽しむ場を増やす。 

・地域の人との交流、寄合処、高齢者との関わりを増やす。 

 

【豊かな人間性や社会性を育むまち（義務教育）】 

・教員を増やす。 

・学校のクレーム受付を作る。 

・特別支援対象児をサポートする人員を増加。 

・特別支援教育に対する理解を広げる。 

・IT 教育の充実とネットの危険性を周知。 

・「ＧＩＧＡスクール」を学びと交流に生かしていく。 

・市内中学校で制服をスラックス、スカートを選べるようにする（ＬＧＢＴ対応）。 

 

【地域ぐるみで心身ともに健全な青少年を育てるまち（青少年健全育成）】 

・子どもを知る機会をもっと親のために（親の啓発）つくる。 

・親子で関わる密度を増やす。 

・不登校の子どもを持っている親が集まって話し会える機会を増やす。 

 

【豊かな心を育む学習環境の充実したまち（社会教育）】 

・絵本の読み聞かせ、読書の勧め、親と楽しみを共有する機会を増やす。 

・幼い子に耳から物語を聞かせる場をつくる（幼稚園、保育園で）。 

 

【世界遺産富士山の文化を創造・継承するまち（文化・芸術）】 

・富士山の保全、二合目以上の入山規制。 

・大鹿窪遺跡の保全及び構成資産化。 

・富士山を活用した子どもの学びをつくる。 

 

【スポーツによる健康づくりと人々の交流を創出するまち  

(スポーツ・レクリエーション )】 

・スポーツを行う場所がほしい。 

・新たな体育施設の建設が必要。 

・指導者の確保と活用。 

 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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【その他】 

・親の無関心をなくす。 

・親への教育、大人を対象としたモラル学習の展開（地区ごと）。 
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【富士山の歴史と文化が香るにぎわいのまち（市街地整備）】 

・浅間大社参道に観光客が集中している。 

・富士宮駅からの案内が不足しているため、観光客には行きたい方向が分からない。 

・中心市街地に駐車場が少ない。 

 

【交通ネットワークが整備された便利なまち（幹線道路・交通網）】 

・交差点の右折帯が少ない。 

・南北に比べて東西の幹線道路の整備が遅れている。 

・R139 の交通渋滞、特に連休時に多発している。 

・西富士道路の朝夕と土日に渋滞が集中する。 

・中心市街地道路が金曜日によく混雑する。 

・車が大型化し、今後自動運転になっていく中で現在の道路で対応できるのか不安。 

 

【安全で快適な道が整備されたまち（生活道路）】 

・道路の老朽化により、平坦性が悪い。 

・道路幅が狭い所がある。 

 

【自然災害から市民の生活を守るまち（治山・治水）】 

・潤井川の河床の土砂が堆積している。 

 

【潤いと安らぎに満ちた花と緑と水のまち（公園・緑地・水辺）】 

・公園周辺で落葉等が多い。 

 

【その他】 

・市街化調整区域であるため、都市計画法上の基準が厳しく、流出人口に影響を及ぼしている。 

・市街地のドーナツ化現象。 

 

 

 

 

 

【富士山の歴史と文化が香るにぎわいのまち（市街地整備）】 

・商店街の東西の端に駐車場を設置することで、商店街を活性化させる。 

 

【交通ネットワークが整備された便利なまち（幹線道路・交通網）】 

・国・県の補助金を活用して、東西幹線道路の整備を進めてほしい。 

・都市計画道路の効果的な整備をしてほしい。 

・渋滞緩和のため、西富士道路の中間あたりにインターを新設してほしい。 

・外から訪れる観光客のためにも西富士道路斜面の草刈りを定期的にして、見た目 

をきれいにしてほしい。 

・岳南北部幹線の整備を進めてほしい。 

 

【基本目標５】 富士山の魅力を発揮した快適なまちづくり（都市整備） 

現状及び課題 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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【安全で快適な道が整備されたまち（生活道路）】 

・オーバーレイでなく、路面をしっかり整備してほしい。 

 

【自然災害から市民の生活を守るまち（治山・治水）】 

・人工林の管理、間伐を進め、空間を広げて広葉樹を植えて、土砂対策を進める。 

 

【潤いと安らぎに満ちた花と緑と水のまち（公園・緑地・水辺）】 

・公園には、手入れが行き届くように高木を植えずに、きれいに保つ。 

 

【その他】 

・都市計画区域を見直してほしい。 

・施設を集約して、コンパクトシティー、スモールシティーを推進してほしい。 

・子どもたちが安心して集まれる、育てられるインフラ等を整備してほしい。 

・市街化調整区域の利活用と都市計画法第 34 条の運用基準の見直し。 
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【自助、共助が実践される防災力の高いまち（防災）】 

・指導力不足、人の入れ替え（新しい指導員増員）、防災意識の低下が課題。 

・風水害への出動が増えた。 

・コロナで団体行動ができない。 

 

【災害に迅速に対応する体制が充実したまち（消防）】 

・ヘリポートのアスファルト化（砂ぼこり対策）。 

・消防団員の確保、特に若い人の入団促進。 

・市職員への消防団の認知。 

・消防団に対する自治会の協力と理解。 

・消防団員数の減少、特に女性の参加が少ない。 

・団員のサラリーマン化で昼間の災害時の人手不足。 

 

【安全・安心に暮らせる犯罪のないまち（防犯）】 

・企業の社員への安全教育の徹底。 

・高齢者による犯罪の増加。 

・子どもに対する暴力の増加と家庭教育の希薄化。 

・SNS 等による情報過多。 

・子どもとネットの環境に対して、大人が対処しきれていない。 

・市民の自主防犯への参加により犯罪が減少。 

 

【交通安全意識が高い事故のないまち（交通安全）】 

・規範意識の低下。 

・通学路の整備が不十分。 

・道路が歩きにくい。 

・信号機の設置が少ない交差点が多い。 

・交通指導員制度の認知度不足。 

 

【公共交通が整備された便利なまち（公共交通）】 

・宮バス、宮タクの使用方法が分からない。 

・乗客が少ない空のバスを運行している。 

・バス利用者が高齢化とともに減少している。 

・運転士も高齢化により担い手が不足している。 

・バス会社として用地取得が困難。 

・公共交通に対する市の予算が少ない。 

・公共交通機関が不便、バス路線の廃止が増えている。 

・宮バスの乗換回数によって運賃の負担が大きい（1区間 200 円）。 

・宮バス、宮タク等利便性に偏りがある。 

・赤字になっているようだが是非続けてほしい。 

・一日定額の利用券があると利用しやすい。 

・車がない人は、交通手段が宮タク頼り。 

・高齢運転者増加に対し、免許返納について考えることが増えた。 

・免許返納すると移動・行動に制限（健康・気力）を受ける。 

 

【基本目標６】 豊かなコミュニティを持つ安全・安心なまちづくり（市民生活） 

現状及び課題 
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【安心して長く暮らせる居住環境のよいまち（住宅・住環境）】 

・空き家が多くなっている。 

 

【コミュニティ豊かな地域活動が活発なまち（コミュニティ活動）】 

・コロナにより自治会活動ができない。 

・人手不足、研修会の不足（フォローアップ研修）。 

・自治会によって安全に対する意識の格差がある。 

・地域コミュニティに参加するのが特定の人になっている。 

・自治会未加入の原因分析が必要。 

・コロナ禍により近所の人とのコミュニケーションが取りにくい。 

・寄合処のスマホ教室では、全員に教えるのは難しい（特に高齢者はスマホが難しい）。 

 

【地域に生かす国際交流を推進するまち（国際交流）】 

・外国人労働者の増加。 

・外国人が交流の場を失って閉じこもるケースが増えている 

・コロナ禍で外国人の仕事、収入が減少して困っている。 

・日本語の指導の充実（行政、企業）。 

・外国人の増に対する受入意識と環境整備、市民の意識向上。 

 

 

 

 

 
【自助、共助が実践される防災力の高いまち（防災）】 

・防災講習会等の開催（防災全般）。 

・体育館（避難所）の入口に段差があるのでスロープ化する方がよい。 

 

【災害に迅速に対応する体制が充実したまち（消防）】 

・魅力ある消防団にしてほしい。 

 

【安全・安心に暮らせる犯罪のないまち（防犯）】 

・地道な活動、地道な説明、地道な指導。 

・企業の従業員への教育の徹底。 

 

【公共交通が整備された便利なまち（公共交通）】 

・利用者が多く乗る時間帯について、運行の見直しをした方がいい。 

・高齢化でバスは使いにくいので、宮タクを使いやすいものにしていく。 

・宮タク等乗り合いシステムの構築（集合、出発等の取りまとめ）。 

・宮タクで料金が高い所は少し補助し、かわりに入会金を少し上げても良い。 

・宮バスの料金でフリーパス券のようなものを作る。 

・定額利用券の普及を促進してほしい。 

・国・県・市の補助金の増額及び宮タクの増設。 

・バスの通っていない地区での、買い物バスツアーの開催（月に何回か）。 

・サポートカーに対する補助もしくは税の減免。 

・地域・区・町内会と交通社会を連携させてほしい。 

・免許返納者、高齢者の移動手段、宮タクや宮バス、タクシーなどの利用方法を知るためのサ

ポート講座があったらいいと思う。 

・各構成資産をめぐる公共交通を拡充してはどうか。 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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【安心して長く暮らせる居住環境のよいまち（住宅・住環境）】 

・空き家の現状を掌握して対策を考える。 

 

【コミュニティ豊かな地域活動が活発なまち（コミュニティ活動）】 

・市営住宅にコミュニティの場所があると良い（区で管理、区で利用方法工夫）。 

・出前講座等で若い人達との交流の場を持てるようにしたい。 

・コミュニティ活動・地域のグループ活動組織をつくる（子供会、老人会、青年会等に対して、

区及び市からの助成金）。 

・新しい生活様式に合った取組、例えば屋外での交流の場をつくっていく。 

・小さな単位のふれあいの場があるとよい。 

 

【地域に生かす国際交流を推進するまち（国際交流）】 

・外国人コミュニティの活性化のため、コロナ対応の小さな集まりを再開する。 

・外国人の奥さんに日本語を教える。 

・外国人に優しいまちにしてほしい。 

 

【その他】 

・防災・災害・交通、子どもの参加など、開くから動くへ（体験させる）。 

・防犯・防災・交通安全、ボランティアの知識の共有。 
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【未来の元気と活力を創出するまち（地方創生）】 

・人口減少、少子高齢化が進んでいる。 

・移住者を迎える側の心配りをどうしたらよいか。 

・地元に人材が集まらない。 

・買物ができなくなると生活が心配。 

・人口は減少しているが、世帯数は増加している。 

・男女の出会いが少ないのでは。 

・何に向かってまちづくりを行うかが良く分からない。 

 
【広聴広報の充実により広がりをもつまち（広聴広報）】 

・生活に関する具体的な情報が少ない。 

・情報発信を工夫してほしい（広報・HP・SNS 等）。 

 
【情報通信技術を安全で有効に活用できるまち（高度情報化）】 

・ひかり回線が整備されたが、問題は今後の運用策。 

・ネット環境の広がり。 

・ネット社会の正しい方向性。 

・市事業のオンライン化を進めてほしい（家や会場でも参加できるようにする）。 

 

【その他】 

・コンベンションホールがなくなってしまう。 

・例会、集会ができる所がフォレストヒルズしかなく狭い。 

 

 

 

 

 
【未来の元気と活力を創出するまち（地方創生）】 

・生産年齢人口の増加策、UIＪターンの推進。 

・若い人に選ばれるまちを目指してほしい。 

・少子化対策として、未婚、晩婚への対策をもっと進めてほしい。 

・移住定住促進にもっと力を入れてほしい。 

・富士宮市を県外の人にもっと知ってもらうため、移住を促進すべき。 

・リモートワークで働く都心の人を市に呼び込む。 

・農地を貸し出す、作業体験をしてもらってはどうか。 

・有償ボランティアの活用。 

・出会いコミュニティを増やす。 

・若い方の出会いの場を多くしたい。 

・大学の誘致。 

・市内の高校に土木系科のクラスを設けてほしい。 

・富士山、絵画の先生等によるまちづくり。 

・ナイトタイムエコノミー、夜の観光づくり。 

・オンリーワン政策、ニッチな物事に特化した、他の行政にないサービスや物、聖地。 

・北部地域への店舗整備もしくは移動店舗。 

【基本目標７】 市民と一緒に取り組むまちづくり（市民参加・行財政） 

現状及び課題 

今後の方向性（市政において、特に力を入れてほしいことなど） 
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【広聴広報の充実により広がりをもつまち（広聴広報）】 

・広報放送を何か工夫してほしい。 

・市事業を映像に残し、Youtube 等で配信し、PRできるようにする。 

・ＳＮＳを活用する。 

・各行事や各団体活動の広報、防災無線メールを活用してほしい。 

 
【情報通信技術を安全で有効に活用できるまち（高度情報化）】 

・現在の子ども達に伝える、ネットの使用方法の指導。 

・Wi-Fi を使って家でも買い物ができ、コミュニケーションツールとしても使える 

ようにしてほしい。 

・ICT について調査研究を行う（スマートシティなど）。 

・高齢者向けに ICT 関連の講習を行う（横文字が多く、高齢者はついていけない）。 

・行政のデジタル化対応を推進する。 

・市事業をオンライン化し、家からでも会場に参加できるようにする。 

・まちじゅうを「５Ｇ」の日本一早い町にする。 

・リモートネットコミュニケーションを老弱男女問わず進める。 

 
【その他】 

・50年先を考えての取組、米百俵の精神で。 
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３ 資料編 

資料 1 第５次富士宮市総合計画の概要 
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資料２ 全国における社会動向 

    （分野全体） 
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資料３ 分野別現状及び課題と新たな視点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 47 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 48 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 49 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 50 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 51 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 52 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 53 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 54 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 55 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 56 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 57 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 58 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 59 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


